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《症例報告》

1二31－N－isopropyl－p－iodoamphetamine（IMP）の異常集積

　　　　　を経過観察し得た外傷性てんかんの一例
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　要旨　本来機能的障害であるてんかんは，CT・MR等で異常を認めないことが多いが，昨今その病態把

握にIMPの有用性が報告されている．今回われわれはIMPが異常集積した外傷性てんかんの一例を経験し，

症状の変化にともなうIMPの集積の変化を観察することができた．症例は31歳男性で，交通事故直後，

CTtでは異常を認めたが，その後CTl二異常がハッキリしなくなるまで形態学ヒ改善したにも関わらず，

lMPによる脳血流SPECTの早期像および後期像にて左側頭頭頂葉に異常集積を認めた．この異常集積は，

lr！・期像よりも後期像にて長期間持続し，　IMPのretention機構の変化を示唆した．

1．はじめに

1231標識一N－isopropyl－p－iodoamphetamine（IMP）

による脳血流SPECTは，てんかんの焦点の検出

や，その病態の検索に広く用いられている．てん

かんの発作間猷期におけるIMPの集積は，低集

積を呈することが多いことが報告されている1・2｝．

非発作時に高集積を呈することも希ながら認める

が，これらの例も，早期像でのみであり，後期像

でも高集積を認めた報告例はわれわれの検索範囲

では，認めなかった．今回われわれは，早期像，

後期像でともに高集積を認めた外傷性てんかんの

一例を経験し，その経過を追うことができたので

報告する．

II．症　　例

患者は31歳の男性で，平成2年5月12日交通
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事故にて，他院へ入院した．人院時，CT上外傷

性くも膜ド出血を認めたが，Glasgow　Coma　Scale

は，E4V2M6で，麻痺は認めなかった．ただし，

1司じ動作を繰り返すような奇妙な動1乍を認めた．

5月23日より，日に数回断続的な思考途絶が，数

分から数卜分間隔で起こり，顔面けいれんおよび

右上肢筋力低ドを数分間隔で認めた．6月15日か

ら，抗てんかん剤がはじめて投与される．6月18

日，依然として右上肢筋力低ドは持続していたと

ころ，同口20分間続く右側優位のgeneralized

tonic　convulsionがあり，その後Todd’s　palsyお

よび運動性失語が出現した．6刀21日に本院へ人

院となる．

　〔既往歴〕　糖尿病にて投薬加療中

　〔来院時現症〕　言語理解良好なるも，読字不可，

書字混乱を認めた．右半身麻痺およびBarre’sign

（＋），顔面神経麻痺（一）であった．

　頭部CT検査を施行したが，異常を認めなかっ

た（Fig．1）．

　6月27日第1回のIMPによるSPECT検査を
施行した．IMP　148　MBq（4　mCi）を安静開眼状態

で投与，20分後より早期像，3時間後より後期像

を撮像した．SPECTの撮像は，角型大視野ガン

マカメラ（日立メディコ製GAMMA　VIEW－E）を
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用いて一方向40秒64方向より収集した．この第

1回のSPECT検査では，　Fig．2に示すように，

左側頭葉～頭頂葉における広範囲な領域での取り

込みの増加を早期像，後期像ともに認めた．

　7月4日に施行した脳波検査では，左側にlow

voltage　slow　waveを，　backgroundに4～5　cycle／

secのhigh　voltage　O　waveを認めた．

　症状（失語と麻痺）は投薬およびリハビリテーシ

ョンにより改善し，経過観察のため7月16日第

2回目のIMPによるSPECT検査を施行した．

Fig．3に示すように」1｛期像での取り込みはIE常化

したが，後期像では依然として左側頭葉で取り込

みの増加を認めた．

　その後症状は消失し，退院後の経過観察のため

8月13日第3回目のIMPによるSPECT検査を
施行した（Fig．4）．早期像では，左側頭葉に軽度

の集積低ドを認め，後期像では取り込みのjll常化

を認めた．同日施行した脳波検査では左右差は消

失していた．

　その後11月21日に再度経過観察のため施行し

た第4　ll’il　flのIMP　SPECT像（Fig．5）では早期像

で取り込Mの減少，後期像で取り込みのII：常化を

認め，ほぽ発作焦点は安定化していた．

　なお4回の検査中，発作は生じていない．

IH．考　　察

　てんかんの報告例のうち，CT・MRなどで所見

がなく，1231－IMPにてのみ異常が指摘される症例

は，多数報告されている．しかし発作間欲期にお

いて，IF期像・後期像ともに取り込みの増加を示

した例は，われわれの検索した範囲ではなく，非

常に珍しい症例と考えられた．まず，早期像につ

いて検討すると、てんかんの発f乍間敵期の早期像

は取り込みの低．ドを示す例がもっとも多く，次に

正常例で，ごくまれに増加する例があると報告さ

れている3・4）．早期像はほぼ脳血流分布を反映し

ていると考えられている．今回の例は，6月27日

増JJII，7∫J　l6日jll∫～曽，8月13日，11月21日イ氏一ド

と変化している．脳波検査も6月27日では，て

んかんの発1乍波が，軽度ではあるが認められる，

これらの点より，てんかんの焦点のhyperactivity

および脳挫傷や，ConvulsionによるAxonの損

傷により，最初取り込みが増加し，その後徐々に

発作焦点が安定化したための変化と考えられる．

　IMPの後期像については，非特異的アミン結

合部への結合，代謝物質の蓄積，あるいはレセフ

ターとの特異的な結合との説があるが，その詳細

は不明である．本症例では，6月27日増加，7月

16日増加，8月13日，11月21日IE常であって，

てんかんの発作間局欠期としては，非常に珍しい集

積増加を認めている．同様の変化をきたす例とし

て，幻聴を有する精神分裂病で左側｝りi葉における

IMPの早期像，後期像での集積増加が報告されて

おり5），本例との類似性に興味がもたれた．

　　　　　　　　IV．結　　語

　外傷性てんかんの一例におけるIMPの動態変

化について報告した．てんかんはその疾患の特殊

性よりCT等の画像診断では病態に沿った像を得

ることが難しく，IMPのifi・JVj像，後期像は病巣の

機能的変化の観察に有用であると考えられた．
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Fig．1　X－ray　CT．　No　abnormal　findings　were　found　on　X－CT．

③ ◎

⑬ ⑧ 巷

Fig．2　Early（upper）and　delayed（lower）IMPSPECT　images　studied　on　June　27，1990．

　　　　　1’ncreased　accumulation　of　IMP　was　observed　in　the　left　termporal　area　on　both

　　　　　early　and　delayed　images．

魯

⑬

Fig．3　Early（upper）and　delayed〈10wer）IMP　SPECT　images　studied　on　July　l　6，1990．

　　　　　Increased　accumulation　of　IMP　was　observed　on　delayed　images，　while　ear｝y

　　　　　images　showed皿iform　distribution．
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Fig．4　Early（upper）and　delayed（lower）IMP　SPECT　images　studied　on　August　13，1990．

　　　　　　Decreased　accumutation　of　IMP　was　observed　on　early　images，　while　delayed

　　　　　　images　showed　no　focal　defect．

Fig．5　Early（upper）and　delayed（lower）IMPSPECT　images　studied　on　November　21，

　　　　　　1990．Decreased　accumulation　of　IMP　was　observed　on　both　early　and　delayed

　　　　　　lmages．
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Summary

Follow　Up　Study　in　a　Case　of　Traumatic　Epilepsy　with　Increased

　　　　　Accumulation　of　1231－N－lsopropyl－p－lodoamphetamine

Tamotsu　NAGATA＊・†，　Hiroki　YAMADA＊，　Eiji　TADAMuRA＊，　Takashi　AMANo＊，

　　　　　　　　　　Tsuyoshi　KAwAsHIMA＊，　Akira　HATToRI＊，　Giro　ToDo＊

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　and　Yoshiharu　YoNEKuRA＊＊

　　　　　　＊D角ワa〃〃le〃’0∫Radio～bgy，∧1とrgaha〃la　1～ed　Cro∬乃rOSIガta～

口D卿〃〃ient　・f　Br・∫〃P・伽吻∫∫・1・gy，」Kyo’・University　Sch・ol　of　Medicine

　　　　　†Depa噺le〃t　of　Radiology，　Shiga　University　of　Medical　Scie〃ce

　　Recent　studies　suggested　the　potential　use　of

l231－N－isopropyl－p－iodoamphetamine　（IMP）for

the　assessment　of　pathophysiology　of　epilepsy．

We　studied　a　case　of　epilepsy　with　increased　ac－

cumulation　of　lMP．　Brain　SPECT　scan　of　IMP　was

performed　in　a　case　of　31－year－old　male　with　trau－

matic　epilepsy．　Increased　accumulation　oflMPwas

observed　in　the　left　temporal　area　on　both　early

（20　min　after　injection）and　delayed（3　hr）images　of

studied　6　weeks　after　the　head　trauma．　X－CT　did

not　show　any　abnormalities．　The　accumulation

of　IMP　decreased　as　the　symptom　of　the　patient

improved．　The　SPECT　study　performed　3　months

after　the　accident　showed　slightly　decreased　uptake

in　the　left　temporal　area　on　the　early　image　with

homogenous　uptake　in　the　delayed　image．

　　These　findings　suggested　the　altered　retention

mechanism　of　IMP　in　this　case．

Key　words：1231－IMP，　Epilepsy，　Head　trauma．
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